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【事業所名】 有限会社　井上建設

【代表者氏名】代表取締役　井上 貴之

【所在地】 本社　：　徳島県海部郡美波町赤松字新発口174番地
倉庫　：　徳島県海部郡美波町赤松字新発口164-1番地

【環境管理責任者及び担当者連絡先】

環境管理責任者　：　井上 貴之

総務部　　　　　：　久米 貴美子

工事部　　　　　：　井上 貴之

連絡先　　　　　：　TEL 0884-79-3350　 FAX 0884-79-3450

【事業内容】

土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業

しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業、建築工事業、解体工事業

【事業の規模】

資本金　　：　2,000万円

売上高　　：　51,100万円（2022年7月～2023年6月）

従業員数　：　17名

【認証・登録の対象範囲】　　　

・対象事業所　：　有限会社　井上建設　　本社・倉庫

・事業活動：土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業

しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業、建築工事業、解体工事業

取組の対象組織・活動

○組織の概要

○認証・登録の対象組織・活動
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1.　事業活動により生じる環境負荷低減のため、次の事項に対して優先的に取り組みます。

　・　CO2排出量の削減（燃料、ガス、電気等）

　・　廃棄物排出量の削減並びにリサイクル率の向上

　・　水資源の節水

　・　グリーン購入の推進

　・　環境配慮商品・サービスの提供並びに施工

2.　地域での社会貢献活動に努めます。

3.　環境関連法規制を遵守します。

４．環境経営方針は、全従業員及び協力会社に周知徹底するとともに、社外に公表します。

制定日　：　2010年　5月24日
　 改定日　：　2019年  3月22日

代表取締役 井 上  貴 之

【　行　動　指　針　】

有限会社　井上建設

環 境 経 営 方 針

　有限会社 井上建設は、地球環境保全が最重要課題であることを認識し、建
設事業活動により与える環境負荷の低減に努めるとともに、郷土の美しい自然
環境を守り、地域社会への貢献に積極的に取り組みます。

【　基　本　理　念　】
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代表取締役

環境管理責任者

総務部
工事部

工事部

全従業員

役割・責任・権限

◇環境経営システム組織図及び役割・責任・権限表

代表取締役
井上 貴之

環境管理責任者
井上 貴之

総務部 工事部

・代表者による全体の評価と見直しを実施

各作業所

従業員 協力会社
社員

・環境経営に関する統括責任者
・環境経営システムの実施及び管理に必要な人、設備、費用、時間、技術者等を用意

・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標の設定を承認

・環境経営目標、環境経営計画原案の作成
・環境経営計画の実績集計
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・事務所の特定された緊急事態対応の手順書作成、テスト・訓練記録
・現場における環境経営システムの実施

・「法規制登録管理リスト」作成

・「法規制登録管理リスト」を承認
・環境経営計画を承認
・環境経営の取組結果を代表者へ報告
・特定された緊急事態（現場、事務所）への対応のための手順書の承認
・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・現場の従業員に対する教育訓練の実施
・現場に関連する環境経営目標及び環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・現場の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録

・現場の問題点の発見、是正、予防処置
・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・現場における環境経営方針の周知

・環境経営システムの構築、実施、管理
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環境経営目標（2022年度～2024年度）

○中長期目標

　一般廃棄物においては、上記に10,000を乗じた数値を環境負荷指数とする

　※　基準年度（2015年度）売上高　9840万円

　※　二酸化炭素排出量～一般廃棄物までは環境負荷指数を使用。

  ※　水使用量においては、基準年度を「2021年度」、売上高を「33,562万円」で環境負荷指標とする。

　※　環境配慮施工の実施については、建設現場においてコミュニケーションを図りつつ、

　　　低騒音低排出ガス対策型建設機械の使用、県産木材の優先利用、生物多様性保護のための

　　　配慮の実施に取り組む。また、問題の発生を未然に防止するための予防処置を実施する。

　※　電力のエネルギー使用量算出には、四国電力の調整後排出係数0.528㎏‐CO2/kWhを使用した。

2024年度

実績値
環境負荷

指数基準値 目標 目標 目標
削減量
削減率

削減量
削減率

削減量
削減率2015.7～

2016.6

基準年度 2022年度 2023年度

2015.7～
2016.6

2022.7～
2023.6

2023.7～
2024.6

2024.7～
2025.6

二酸化炭素排出量 kg-CO2
総務部 27058.36 2.75 2.56 -7% 2.53 -8%

項　目 単位 部門

2.50 -9%

工事部 104126.90 10.58 9.84 -7% 9.74 -8% 9.63 -9%

電力使用量 kWh/年
総務部 5245 0.53 0.50 -7% 0.49 -8% 0.49 -9%

工事部 47 0.005 0.004 -7% 0.004 -8% 0.004 -9%

化石燃料 L/年
総務部 10407.74 1.06 0.98 -7% 0.97 -8% 0.96 -9%

工事部 39667.91 4.03 3.75 -7% 3.71 -8% 3.67 -9%

一般廃棄物 t/年 総務部 0.018 0.018 0.017 -7% 0.017 -8% 0.017 -9%

項　目 単位 部門

基準年度 2022年度 2023年度 2024年度

実績値

水使用量 ｍ3/年 総務部 88 0.003 0.002

削減量
削減率2021.7～

2022.6
2021.7～
2022.6

2022.7～
2023.6

2023.7～
2024.6

2024.7～
2025.6

環境負荷
指数基準値 目標 目標 目標

削減量
削減率

削減量
削減率

2023年度 2024年度

実績値 目標 目標 目標

-7% 0.002 -8% 0.002 -9%

基準年度 2022年度

100

グリーン購入 品 総務部 12 12 12 12

2015.7～2016.6 2022.7～2023.6 2022.7～2023.6 2022.7～2023.6

産業廃棄物（ﾘｻｲｸﾙ率） ％ 工事部 100 100 100

項　目 単位 部門

3

回／現場 工事部 1 1 1 1
地域貢献

回 総務部 3 3 3

・環境負荷指数　＝　環境負荷　／　売上高

2

環境配慮施工の実施 ％ 工事部 100 100 100 100

教育訓練 回 総務部 2 2 2
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環境経営目標の実績

○2022年度目標の実績（2022.7～2023.6）

　一般廃棄物においては、上記に10,000を乗じた数値を環境負荷指数とする

　※　（2022年度）売上高　 万円

　※　二酸化炭素排出量～一般廃棄物までは環境負荷指数を使用。

  ※　水使用量においては、基準年度を「2021年度」、売上高を「33,562万円」で環境負荷指標とする。

　※　環境配慮施工の実施については、建設現場においてコミュニケーションを図りつつ、

　　　低騒音低排出ガス対策型建設機械の使用、県産木材の優先利用、生物多様性保護のための

　　　配慮の実施に取り組む。また、問題の発生を未然に防止するための予防処置を実施する。

　※　電力のエネルギー使用量算出には、四国電力の調整後排出係数0.528㎏‐CO2/kWhを使用した。

工事部

7,069.00 0.50 0.14 358%

達成

・環境負荷指数　＝　環境負荷　／　売上高

51,100

工事部 27.00 0.004 0.001 841%
電力使用量 kWh/年

総務部

909.17 ―

化石燃料 L/年
10,571.44 0.98 0.21総務部 475%

87,047.07 3.75 1.70 220%

項　目 単位 部門
2022年度
実績値

2022年度
環境負荷指数

目標
達成率

28,274.50 2.56 0.55 462%

2022年度
環境負荷指数

実績

二酸化炭素排出量 kg-CO2
総務部

9.84 4.40 224%工事部 224,595.70

項　目 単位 部門
2022年度
実績値

―産業廃棄物排出量 ｔ

産業廃棄物（ﾘｻｲｸﾙ率） ％ 99.40 100 ほぼ達成

2022年度目標 達成率

工事部

0.017 0.019 91%一般廃棄物 t/年 総務部 0.096

水使用量 m3/年 総務部 44.00 0.002 0.001 283%

工事部 1 1 達成

グリーン購入 品 総務部 12 12 達成

環境配慮施工の実施 ％ 工事部 100 100 達成

教育訓練 回 総務部 2 2

地域貢献
回 総務部 3 3 達成

回／現場
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コピー用紙の裏紙使用とミスコピーボックスの設置

環境経営計画

緊急事態対応手順に基づく訓練の実施

グリーン商品の優先購入

OURロードアドプト事業活動

　期間　: 2022年7月　～　2023年6月

○総務部

項　目 実施責任者

久米貴美子

久米貴美子

1.CO2排出量の削減
　（電力、燃料）

久米貴美子

四国88ヶ所遍路みち清掃活動への参加

不要箇所及び使用していないOA機器の電源オフと節電シール貼付け

車両等のアイドリングストップと啓蒙シールの貼付け

エアコン温度の適正管理（22℃～27℃）と設定温度の表示

具体的活動内容

○工事部

項　目 実施責任者 具体的活動内容

久米貴美子
2.一般廃棄物排出量
　　　の削減

久米貴美子4.グリーン調達の推進

5.地域貢献活動 久米貴美子

メールおよびPDFの使用と書類の簡素化に努める

洗浄水使用量の削減

ミスコピーの削減の為の印刷前の再確認

3.水使用量の削減

環境経営方針、経営目標、経営計画の周知
6.環境教育

2.産業廃棄物排出量
　　　の削減

井上貴之 現場での適正分別とマニフェストの適正管理

1.CO2排出量の削減
　（燃料）

井上貴之
重機、車両等のアイドリングストップと啓蒙シールの貼付け

タイヤの空気圧の点検

県産木材の優先利用（工事看板、型枠材）4.環境配慮施工の実施 井上貴之

低騒音及び排ガス規制型建設機械の使用

3.地域貢献活動 井上貴之 各現場1回以上の清掃活動の実施

是正を未然に防ぐため各工種着工前に予防処置を実施する
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期間　：　2022年7月　～　2023年6月

2.一般廃棄物排出量
　の削減

ミスコピーの削減の為の印刷前の再確認

コピー用紙の裏紙使用とミスコピーボックスの設置

メールおよびPDFの使用と書類の簡素化に努める

3.水使用量の削減 洗浄水使用量の削減

4.ｸﾞﾘｰﾝ調達の推進 グリーン商品の優先購入

5.地域貢献活動

OURロードアドプト事業活動

四国88ヶ所遍路みち清掃活動への参加

○総務部

項　目 具体的活動内容

1.CO2排出量の削減
  （電力、燃料）

エアコン温度の適正管理（22℃～27℃）と設定温度の表示

不要箇所及び使用していないOA機器の電源オフと節電ｼｰﾙ
貼付け

車両等のアイドリングストップと啓蒙シールの貼付け

タイヤの空気圧の点検

6.環境教育

環境経営方針、経営目標、経営計画の周知

緊急事態対応手順に基づく訓練の実施

○工事部

作業に支障の出ない室温管理で運用した。

工事量が多く残業もあったが、適切な取り
組みにより目標達成となっている。

実施できている。

印刷プレビューで確認し印刷している。

4.環境配慮施工の
　実施

低騒音及び排ガス規制型建設機械の使用

県産木材の優先利用（工事看板、型枠材）

是正を未然に防ぐため各工種着工前に予防処置を実施する

2.産業廃棄物排出量
　の削減

現場での適正分別とマニフェストの適正管理

3.地域貢献活動 各現場1回以上の清掃活動の実施

項　目 具体的活動内容

1.CO2排出量の削減
　（燃料）

重機、車両等のアイドリングストップと啓蒙シールの貼付け

建設業協会の実施する清掃活動に参加。

環境教育訓練、安全訓練、掲示等により周
知できている。

事務所および現場での火災訓練、現場での
油流出時の対応訓練を実施した。

環境経営計画の取組結果と評価

両面印刷、裏紙利用印刷、メモ用紙等への
利用を行っている。

電子メール、電子納品、情報共有システム
等の利用が簡素化につながっている。

現場での散水及び洗車に使用する水以外、
不要な利用はない。

事務用品、県産目地材等積極的購入を行っ
ている。

今期は実施していない。

評　　価

工事看板、県産型枠を県工事において利用
している。

各現場において、濁水対策、粉塵防止等予
防処置を実施した。

評価、指示

重機車両の無駄な使用はなく、アイドリン
グストップは必要に応じ行われている。

車両点検を実施している。

全ての現場において適切に処理されてい
る。

全ての現場において、現場周辺の清掃活動
を実施している。

環境配慮型重機は、所有機械およびリース
機においても使用している。また、新規導
入も行った。ICT施工も今後実施してい
く。
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○工事部

項　目 実施責任者 具体的活動内容

1.CO2排出量の削減
　（燃料）

井上貴之
重機、車両等のアイドリングストップと啓蒙シールの貼付け

タイヤの空気圧の点検

5.地域貢献活動 久米貴美子
OURロードアドプト事業活動

四国88ヶ所遍路みち清掃活動への参加

6.環境教育 久米貴美子
環境経営方針、経営目標、経営計画の周知

緊急事態対応手順に基づく訓練の実施

3.水使用量の削減 久米貴美子 洗浄水使用量の削減

4.グリーン調達の推進 久米貴美子 グリーン商品の優先購入

2.一般廃棄物排出量
　　　の削減

久米貴美子

ミスコピーの削減の為の印刷前の再確認

コピー用紙の裏紙使用とミスコピーボックスの設置

メールおよびPDFの使用と書類の簡素化に努める

○総務部

項　目 実施責任者 具体的活動内容

1.CO2排出量の削減
　（電力、燃料）

久米貴美子

エアコン温度の適正管理（22℃～27℃）と設定温度の表示

不要箇所及び使用していないOA機器の電源オフと節電シール貼付け

車両等のアイドリングストップと啓蒙シールの貼付け

次年度の環境経営計画

期間　: 2023年7月　～　2024年6月

2.産業廃棄物排出量
　　　の削減

井上貴之 現場での適正分別とマニフェストの適正管理

3.地域貢献活動 井上貴之 各現場1回以上の清掃活動の実施

4.環境配慮施工の実施 井上貴之

低騒音及び排ガス規制型建設機械の使用

県産木材の優先利用（工事看板、型枠材）

是正を未然に防ぐため各工種着工前に予防処置を実施する
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。

また、過去3年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。
以上

　労働安全衛生法

環境関連法規制等の順守状況

　適用される法規

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）

　資源の有効な利用の促進に関する法律（資源有効利用促進法）

　建設工事に係わる再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）

　徳島県生活環境保全条例

　振動規制法

　地球温暖化対策の推進に関する法律

　フロン排出抑制法

　徳島県地球温暖化対策推進条例

　騒音規制法

　浄化槽法

　家電リサイクル法

　大気汚染防止法
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【　評　価　】

・

・

・

【　見直し　】

継続

実施体制 無 継続

環境経営目標 無 継続

環境経営計画 無 継続

環境経営目標全体はほぼ達成し数値目標も達成はしているものの、その達成率が目標を大きく上
回っていることから、今後は推移をみて基準年度の設定変更を検討する必要があると思われま
す。水使用量は近年、上水道を使用し始めたことから、基準年を2021年度とし2022年度より削減
目標を立て運用しました。今後は、他の目標と合わせて推移を見ながら基準年の設定を検討した
いと思います。

環境経営目標達成のための環境経営計画の具体的活動内容は、全従業員に周知され、その結果と
して目標達成にも繋がっています。また、その取り組みは顧客にも高評価を得ることができまし
た。一方、当社の課題である技術者の確保や高齢化については、積極的新規雇用により課題解消
に向かっていると思われます。今後も課題とチャンスを環境経営目標や経営計画に反映せ、取り
組むことにより継続経営につなげていきたいと思います。

本年度は、昨年度以上に工事量が多く非常に充実した一年となりました。工事量とともにエネル
ギー使用は増えたものの、工種及び工事内容により重機や車両の使用が少なかったこと及び各取
り組みにより燃料使用量を抑えることができ、環境経営目標を大きく上回る大幅な達成となりま
した。

代表者による全体評価と見直しの結果

見直しの有無 見直し内容

環境経営方針 無
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